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中国人受難者追悼
の集い（広島）

日中労働者交流協会は、中国職工対外交流センター、
中国国際交流協会などと中国の労働事情、社会経済事情
について、交流会、シンポジウムなどを開催して情報交
換、意見交換をおこない、歴史認識、日中友好運動の歴
史を学び、和解と友好について考えています。
また、日本では、花岡事件の殉難者、関東大震災にお
ける中国人犠牲者、大阪、広島、長崎などの中国人強制
連行受難者、被爆者の追悼式に参加しています。映画「ジ
ョン・ラーべ」の上映会を行いました。中国映画の鑑賞
会も行っています。

日中友好労働者シンポジウム（２０１８／８／２８ 北京）

学 習 会
会員メーリングリストを活用して会員活動の情報交換
を行い、オンラインで学習会を開催しています。

「花岡ものがたり」の朗読会

ホームページ
日中労働者交流協会のホームページは、日中友好に係
わる集会、学習会などの報告を掲載しています。

http://www.chinalaborf.org
「日中労働者交流協会50年のあゆみ」を出版

日中労働者交流協会は、2024
年に結成50年を迎えました。50
年史として、在華同胞帰国事
業、中国人俘虜殉難者遺骨送還
運動、日中共同声明などの歴
史、結成後50年の活動経過をま
とめました。

日本と中華人民共和国（中国）は、一衣帯水
の間にある隣国であり、長い伝統的友好の歴史
を有しています。かつて日本は、中国に侵略し、
虐殺、破壊、略奪を行い、中国国民に重大な損
害を与えました。その責任を痛感し、深く反省
し、1972年に日中国交正常化が図られ、1978年
には日中平和友好条約が締結されました。いま
や日中両国の交流は、あらゆる分野で発展して
います。これからの日本を考える場合、中国と
の関係を抜きに考えることはできません。
日本と中国の労働者は、1953年以来、細々で

はありましたが交流を築いてきました。国交正
常化を受けて1974年に日中労働者交流協会（日
中労交）が設立され、労働組合による本格的な
交流が開始されました。そして、交流は中国の
改革開放政策によって大きく進展してきまし
た。しかし、1989年の連合結成にともない、日
中間の労働者交流は紆余曲折を経ることになり
ました。
当協会は、市川誠初代会長が1985年、侵華日

軍南京大屠殺遇難同胞紀念館の開館に際して表
明した「日中不再戦の誓い」の精神を引き継ぎ、
21世紀におけるアジアの平和と発展に向けて、
日本の労働者のみならず、中国労働事情に関心
のある研究者、中国と交流関係がある方々にも
参加をいただき、日中両国労働者の活動経験の
交流、情報の交換を通じて、中国労働者に関す
る理解を深め、日本と中国の友好、両国労働者
階級の友好と連帯をはかります。

2020年7月18日
日中労働者交流協会2020年度総会中国人原爆犠牲者

追悼式（長崎）




